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学誘致推進に関する決議
出 議 案 四 件

夫止村首拝註いこよ る を口め て の 定 貯 J会 が 9月 ■7ほヨ とこ招 集

き 】れ、 市すJ柔訂千イ言 芽芋月 α)在彙 ゃ 臣召呑田63年 二凄説J 宅ヽ兵 ☆す―一

般 会 計門篠おL予 算 を 含 む 議 案 9件 等 1の審 査 採 決 を

行 な い ゃ ま た 一 般 質 問 で も 論 議 の 焦 点 と な っ た

大 学 問 題 に つ い て ゃ 県 立 大 学 と し て の 誘 致 実 現

を 図 をうべ く 決 議 が な 違雪れ 、 27Eヨ レこ閉 会  【ジた o

大 学 誘 致 推 進 に 関 す る 決 議

第4次 福井県長期構想では、嶺南何地域に高等

教育機関が必要である旨打ち出されており、本市

においても第 2次総合開発計画のなかで大学教育

による人材と地域づくりの必要性を大きくとりあ

げている。

この観点から、昭和60年3月嶺南地区大学誘致

推進協議会が設置されたことを契機として、本語

会におt そヽもその積極的推進に取り組み、今日に

至つている。

今後小浜市tとあつてはネ立大学の誘致実現を図

るべく金力をあげる決意である。

以上、決議する。

昭和63年 9月 27日

′」ヽ 浜 市 議 会
′J 浜ヽ 市 議 会

米 市 場 開 放 阻 止 に 関 す る 決 誠

全米構米業者協会は、我国の米市場開放を求め

る捉訴を米国政府に対して行つた。  ‐   i

自捲暑モ魯離壱記雪彗きlξど魯鼻窓gれ:豊:子;暑話ユ

:暑景暑暑岳言[者S岳岳1暑章累交嘉隻蓄[七
に良質米の低コスト生産と取り組ん―でいる現在、|

米の市場開放は農家経済はもとより'舜業の根幹午

揺るがすことが予想される。   |     ■

よつて、米の市場開放阻止と合わせ国民の主食

の自給体制確立、農業者の生産意欲を喚起する米

穀政策の確立など、これが実現のため強力な準準

を展開するものである。

以上、決議する。

昭和63年 9月 27日
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議案Na 名件 提 出 結  果

護

案

及

ぴ

森吉

未

選‐挙
選1挙 |
選 挙
報告 8
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意見書 3
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議案57

議案58
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碁禁譜廃曇番義基1静蓄
‐
→議員選挙

公立小浜病院組合議会議員選挙
議会の委任による専決処分の報告について
昭和63年度小浜市一般会計補正予算 (第2号 )
昭和63年度小浜市下水道事業特別会計補正予算 (第1号 )
若狭ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の
制定について
小浜市公民館設置条例の一‐部改正につぃて ‐

内外海漁港漁業集落環境整‐備 (第3工 区)工事請負契約に
ついて
小浜市道路線の認定、変更及び廃上について

堡暑参暑曇昏魯舎磐尋畳骨富暑魯畳尋醤積繕
,‐

人事院勧告完全実施 を求める意見書について
義務教育費国産負担制度の堅持に関する意見書について
大学誘致推進に関する決議
米市場開放阻上に関する決議
助役の選任について
教育委員会委員の任命につ いて
教育委員会委員の任命について
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第 二 回 定 例 会 ― 第 二 回定 例 会 間 の議 会 の 主 な 動 き
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問
トハ イ |うイ

ゝ
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九
月
定
例
市
議
会

の

一
般
質
問
は

二
十
日

・
二
十

一
日

の
両
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、

松
尾

・
同
！・
寺
本

・
今
島

紳
判
問 ．
覇
輪
卜
螺
靖
！い

‐
て！森！
耐
当 ．
局

！
浜

！弱
姿 ．
柳
概
！榊
一峠

！縮
標

け

土
た
。

〔
質
問
と
答
弁

の
要
旨
は
次
の
と
お
け
〕

三
つ
目
が
、

今
話
題
と
さ
れ

て
い
る
大
学
の
こ
と
で
あ
り
、

現
在
大
問
協
で
審
議
さ
れ
て
い
一

る
県
立
大
学
の
嶺
南

へ
の
一
部

展
開
に
つ
い
て
は
！小
浜
市

へ
の

実
現
に
向
か

つ
て
最
善
の
努
力

を
致
し
た
い
。

以
上
三
点
と
中
心
と
し
た
い
。

質
問

今
議
会
開
会
冒
頭
、

所
信
表

明
を
さ
れ
た
が
、

！そ
の
申
心
点

は
何
で
あ

っ
た
の
か
↓
政
治
の

要
は
ど
こ
に
置
か
れ
た
の
か
。

答
弁
　
　
　
　
　
　
！

所
信
表
明
の
中
心
点
と
す
る

も
の
は
、

ま
ず
、

一小
浜
に
若
さ

を
取
り
戻
す
こ
と
、

つ
ま
り
若

い
人
た
ち
が
喜
び
を
持
ち
て
定

着
で
き
る
ま
ち
作
り
を
目
指
し
、

働
く
場
の
提
供
を
最
優
先
課
題

と
し
て
地
場
産
業
の
育
成
と
企

業
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
青

年
や
婦
人
の
方
々
が
い
っ
そ
う

活
動
で
き
る
拠
点
と
し
て
青
年

婦
人
会
館
の
建
設
を
促
進
し
、

小
浜
市
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

二
つ
目
に
、

勇
気
を
持
っ
て

開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
こ

と
、

市
民
の
い
つ
そ
う
の
信
頼

を
得
る
た
め
に
、

市
民
の
立
場

に
立

っ
た
親
切
な
行
政
、

す
な

わ
ち
、

い
つ
で
も
誰
で
も
が
市

の
行
政
情
報
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
情
報
公
開
制
度
の
実
施
と

対
話
行
政
を
推
進
し
た
い
。

質

問

　

　

　

！

今
時
、

市
長
選
の
イ
メ
ー
ジ

は
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
り
大

学
問
題
が
唯

一
の
争
点
と
位
置

付
け
ら
れ
、
当
選
さ
れ
た
当
時

の
記
者
会
見
の
中
で
は
大
学
問

題
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
方
向

の
よ
う
に
拝
察
し
た
が
、

今
期

定
例
会
の
所
信
表
明
の
中
で
、

大
学
の
実
現
に
向
か
っ
て
最
善

の
努
力
を
す
る
旨
の
前
向
！き
の

力
強
い
方
向
を
打
ち
出
さ
れ
た
！

が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
市
民

サ
イ
ド
の
受
け
止
め
方
か
ら
す

る
と
明
ら
か
に
方
向
転
換
を
さ

れ
た
も
の
と
理
解
せ
ぎ
る
を
得

な
い
と
考
え
る
。
・　
　

　

！

議
会
と
し
て
は
、

今
腎
ま
で
、

大
学
誘
致
推
進
の
決
議
、

大
学

誘
致
対
策
委
員
会
を
設
け
、

こ

れ
が
推
進
に
当

っ
て
き
た
が
、

今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
は
い
か

に
一
！　
ま
た
、
こ
れ
に
係
る
財

政
問
題
の
対
応
は
一
，
―

！一

答
弁
■
！　
　
！
！！
！
！

！大
学
問
題
の
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
、

高
等
教
育
機
関
の
必
要

性
は
充
分
認
識
し
て
い
る
。

選

挙
に
お
い
一で
は
↓
当
初
構
想
さ
！

れ
て
い
た
四
年
制
私
立
大
学
の

学
部
誘
致
や
二
部
事
務
組
合
に

よ
る
単
独
の‐‐
大
学
は
困
難
な
状

ら
！！
況
■
！説

の っ
煎
部
趣
淀
初
窮
能
齢

と
，
て
大
き
な
財
政
負
担
に
な

る
と
の
財
政
的
見
地
か
ら
見
解

を
述
べ
た
も
一の
で
，
教
育
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
決

し
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
必
ず

前
面
に
押
出
し
、
こ
の
こ
と
に
！

つ
い
て
は
極
め
て
神
経
を
使

っ

て
き
た
う
も
り
で
あ
る
。■
■

今
回
県
立
大
学
の
■
部
展
開

と
い
う
形
で
大
学
が
実
現
す
る

の
で
あ
れ
ば
話
は
！別
で
あ
り
、

市
に
と
っ
て
誠
た
望
ま
し
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
市
民
の
皆
様

に
も
必
ず
ご
理
解
を
↓、
！た

だ
け

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
、

こ
の

う
え
は
県
立
大
学
の
実
現
に
向

か
っ
て
最
善
の
努
力
を
す
る
所

存
で
あ
る
。

次
に
大
学
に
係
る
と
こ
ろ
の

財
政
問
題
で
あ
る
が
，
現
在
福

井
県
大
学
問
題
協
議
会
に
お
い

て
全
県
的
な
高
等
教
育
機
関
の

在
り
方
に
つ
い
て
審
議
が
重
ね

ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
県
立

短
大
の
四
年
制
化
に
伴
う
県
立

大
学
の
嶺
商
人
の
一
部
展
開
に

つ
い
て
審
議
を
し
て
頂
い
て
い

路
腔
難
筋
静
会
！
ぁ

憾
智
端
朋
轍
さ大

！

れ
！
県
の
最
終
態
度
決
定
後
で

な
け
れ
ば
具
体
的
な
内
容
が
明

確
で
な
ぐ
い
何
と
↓
申
し
，上
げ

ら
れ
な
い
が
す
基
本
的
に
は
県
！

立
大
学
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
ず
！
大
学
誘
致
に
限
ら
！ず

国
や
県
の
事
業
で
小
浜
市
の
た

め
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
な
形
を
と
る
か
は
別
と
し

て
、
一市
の
積
極
的
姿
勢
を
示
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
一

質

問
一　

！
！
　

　

　

！
・

嶺
南
大
学
誘
致
推
進
協
議
会

に
今
後
ど
の
エ
チ
に
対
処
き
れ

る
か
ヽ
ま
た
ギ
県
立
大
学
の
実

現
に
向
け
て
最
大
の
努
コ‐
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
協
議
会
を
よ
・り

早
ぐ
開
催
さ
れ
、
論
議
さ
れ
る

場
を
作
る
！こ
と
が
今
ほ
ど
必
要

な
時
期
で
は
，な
い
か
ｏ・
！
■

！

答
弁
■

！福
井
県
大
学
問
題
協
議
会
と

は
両
立
の
形
で
あ
り！
、

嶺
南
大

学
誘
致
推
進
協
議
会
の
！意

向
を

大
問
協
に
繁
栄
さ
せ
て
い
・か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
！
…
一一一Ａ
子

ぃゎ伽秩当！！き然な！球賄機！と銀一取艇

催
さ
れ
て
し
か
る
ヽ
き
協
議
会

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。


